
今年３月の養成講座の様子

平成29年9月 い～なん水鉄砲選手権大会

鉢に植えたむらさき草を
コース上に植えました

山野草コースで一休み

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局今

年
も
や
り
ま
す
！

「
森
林
セ
ラ
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ー
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イ
ド
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集
中

　

昨
年
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
新
規
ガ
イ

ド
の
養
成
講
習
会
で
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
。

募
集
定
員　

10
名

日
程　

11
月
25
日（
日
）／
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の

基
礎
知
識
、基
本
ガ
イ
ド
知
識

12
月
9
日（
日
）／
危
険
予
知
訓
練
、救
急
救

命
・
応
急
手
当

※
２
日
間
と
も
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
締
切　

11
月
12
日（
月
）

■
問
合
せ

産
業
振
興
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
４

森
林
セ
ラ
ピ
ー
博
学
講
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森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
中
で
、最
も
人

気
の
あ
る
山
野
草
コ
ー
ス
。植
栽
も
豊
か
で
、

と
て
も
癒
さ
れ
る
空
間
で
す
。そ
の
コ
ー
ス

に
、む
ら
さ
き
草
の
鉢
を
６
鉢
植
え
ま
し
た
。

　

む
ら
さ
き
草
は
、絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
て

い
る
薬
草
。出
雲
風
土
記
の
中
に
、「
小
田
の

山
に
ム
ラ
サ
キ
有
」と
記
述
さ
れ
て
お
り
、昔

は
飯
南
町
の
山
に
自
生
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

標
高
が
高
い
こ
と
、昼
夜
の
寒
暖
差
、ク
ロ

ボ
ク
土
が
む
ら
さ
き
草
の
生
育
に
あ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。将
来
、飯
南
町
の
特
産
品
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■問合せ
国道54号活性化アクションプラン推進協議会
（い～にゃん人つなぎ協議会）
電話76・2864（地域振興課）

活動の背景
　国道54号は、飯南町にとって重要な生活道路であり、観光客にとっても
主要なアクセスルートです。そんな中、中国横断自動車道「尾道松江線」の
全線開通を目前に控え、開通に伴う国道54号の利用者の減少や地域経済
への影響が懸念され、国道54号を持続的に活用するための方策を検討す
ることが必要となりました。
　方策の検討とともに、実践するための町民の自発的な活動計画として
「飯南町国道54号活性化アクションプラン」を平成21年に策定。この計画
を推進していくため、協議会が設立されました。
活動内容
　協議会では、飯南町の魅力と課題として「自然」「食」「歴史・文化」「人と
道」の4つを掲げています。魅力や課題に応じて部会を設置し、地域の取り
組みをコーディネート、実践につなげていくことで、国道54号の活性化を
目指しています。次号から、各部会の取り組みを詳しく紹介します。

町の魅力を感じてもらう、こんな活動もしています。
・大しめなわプロジェクト　　　・い～なん水鉄砲選手権大会
・スノーキャンドルイベント　　・い～にゃん人つなぎ基金の贈呈

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

　設立から10年を迎えた、国道
54号活性化アクションプラン推
進協議会。しかし、「どんな目的
で、どんな活動をしているのか
知らない人も多いのでは？今月
から、本協議会の取り組みを連
載で紹介していきます。

　　部会
自然部会

食部会

歴史・文化部会

情報発信部会

　　　　主な活動
山の魅力を高める

食に関わる魅力を高める

歴史や文化を伝承する

町の魅力を町内外へ伝える
ための仕組みづくり

　　　取り組み事例
登山道整備に関わる委託事業など

「舞まいうどん」商品化など

飯南町歴史ばなし勉強会の開催など

フリーペーパーの制作、
町の情報窓口統一の検討など
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頓
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公
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九
月
詠
草

歌
詠
め
と
後
お
し
く
る
る
妻
も
老
い
六
十
三
年
長
く
て
短
か
し

待
つ
雨
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
落
ち
た
れ
ば
忘
れ
た
笑
み
を
妻
は
見
せ
お
り

二
人
め
の
ひ
孫
も
加
わ
り
卒
寿
な
る
夫
の
生
れ
日
家
族
で
祝
う

電
波
と
は
不
思
議
な
も
の
よ
ス
マ
ホ
に
は
ひ
孫
の
這
い
這
い
動
画
に
写
る

高
温
の
注
意
報
出
で
し
農
道
に
稲
穂
の
う
れ
る
甘
き
香
漂
う

こ
の
夏
の
居
座
る
猛
暑
に
戸
惑
う
も
稲
穂
た
わ
わ
に
色
付
き
始
む

拡
が
る
る
花
火
の
如
し
百
日
紅
わ
が
寺
庭
に
和
み
て
見
上
ぐ

雨
あ
が
り
風
の
や
さ
し
さ
心
地
よ
し
ス
ズ
虫
の
声
静
も
り
に
聞
く

透
き
と
お
る
ト
ン
ボ
に
お
は
よ
う
と
声
か
け
る
キ
ラ
リ
輝
く
物
干
の
先

面
前
に
小
さ
き
蜘
蛛
の
降
り
来
た
る
そ
っ
と
逃
せ
り
法
話
の
席
に
て

山
も
田
も
緑
の
中
を
ゆ
う
ゆ
う
と
白
鷺
の
舞
う
夏
の
日
の
暮
れ

つ
い
た
ち
は
お
宮
参
り
に
墓
詣
り
月
の
始
め
の
新
た
な
こ
こ
ろ

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

頓原小2年　板垣　朱音さん
頓原小4年　板垣　風花さん
頓原小6年　板垣　知親さん
家族名　板垣　正行さん

けんかして
 　にっこりわらって
         　なかなおり

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明る
いまちづくりをめざしましょう。

いたがき あかね

ふうか

ともちか

まさゆき

　

今
年
で
４
回
目
の「
佐
見
か
か
し
ま

つ
り
」。国
道
を
通
る
度
に
、あ
ま
り
の

多
さ
に
驚
か
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
か
し
の
数
も
当
初
の
10
体
か
ら
、

今
年
は
50
体
に
増
え「
人
口
よ
り
多
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」と
冗
談
交
じ
り
に

話
す
人
も
。会
場
周
辺
は
、地
域
の
皆

さ
ん
の
い
き
い
き
と
し
た
笑
顔
と
、笑

い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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